
これまでの登録の流れ 登録内容確認システムを利⽤した登録の流れ

登録内容確認のオンライン化（共通）
⽬的・期待
する効果

• 署名を廃⽌し、ペーパーレス化等、受発注者双⽅の事務⼿続きの簡素化に対応します。
• 発注機関が確認した内容とその結果の証跡をデータとして保持し、発注機関が確認していない実績データの登録
防⽌に努めます。



新しいアクセス（ログイン）⽅法

利⽤責任者 ⽒名︓○⽥▲郎
部署︓××部△△課
メールアドレス︓xxx@xxx.jp

利⽤者 ○⽥▲郎

庁舎（G-IP登録あり）

庁舎外（G-IP登録無し）

検索システム

利⽤者 ○⽥▲郎

庁舎外（G-IP登録無し）からアク
セスする場合はワンタイムパスワード
発⾏、庁舎（G-IP登録あり）の場
合はログイン名とパスワードのみでロ
グイン

庁舎外（G-IP登録無し）からアクセスす
る場合はワンタイムパスワード発⾏、庁舎
（G-IP登録あり）の場合はログイン名と
パスワードのみでログイン
※⼊⼝は2つ⽤意しユーザーが選択

検索システム
ログイン
（G-IP）

検索システム
ログイン

（ワンタイム）

同じメールアドレスが使え
ないようにチェック追加

ワンタイムパスワードによるログイン（発注機関）
⽬的・期待
する効果

• 災害発⽣時等に庁舎外からコリンズ・テクリス検索システム利⽤可能とすることで、発注機関の事業継続等に対応
します。



登録システム 検索システム

略

略

【現状】
⼯種、⼯法・型式の指
定のみ可能

⼯種、⼯法・型式に加え
て、技術データ詳細項⽬
の指定が可能【改良】検索システムと同等の機能を追加する。

⾃社実績データ検索機能の拡充（登録企業）
⽬的・期待
する効果

• 技術データ詳細項⽬を⾃社実績データ検索時の条件に追加し、⼊札参加資格条件等で指定された数量等によ
る同種・類似実績の絞り込みを可能とします。


